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photo　第一中学校が尾駮漁港周辺のごみ拾いを実施

海岸からごみが
　なくなればいいね

Pick Up Topics

地域の命は、私たちの手で守る
ぼんてん荘（出戸地区）で避難訓練を実施

圧倒的な試合で快挙を成し遂げる
泊中卓球部、郡大会団体戦７連覇達成

快進撃で、初優勝勝ち取る
北奥羽体育大会でＦＣ六ヶ所優勝
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぼ
ん
て

ん
荘
（
種
市
忠
敏
施
設
長
）（
出

戸
地
区
）
で
７
月
６
日
、
夜
間
に

施
設
内
の
洗
濯
場
か
ら
火
災
が
発

生
し
た
と
い
う
想
定
で
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
避
難

訓
練
は
今
回
で
17
回
目
。
今
回
の

訓
練
は
、
実
践
的
に
行
わ
れ
、
ぼ

ん
て
ん
荘
職
員
、
出
戸
地
区
住
民

が
組
織
す
る
出
戸
自
主
防
災
会

（
小
泉
陽
大
会
長
）
と
六
ヶ
所
消

防
署
の
ほ
か
、
六
ヶ
所
村
消
防
団

第
５
分
団
（
下
田
誠
分
団
長
）
が

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
半
、
火
災
発
生
を
告

げ
る
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
訓
練
が

始
ま
る
と
、
ぼ
ん
て
ん
荘
職
員
４

人
（
夜
勤
者
３
人
、
宿
直
者
１

人
）
が
初
期
消
火
、
消
防
署
・
自

主
防
災
会
へ
の
通
報
や
防
火
扉
を

閉
め
る
な
ど
の
延
焼
防
止
措
置
を

行
い
、
入
所
者
へ
の
的
確
な
避
難

誘
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
会
の
参
集
は
、
ぼ
ん

て
ん
荘
か
ら
通
報
を
受
け
た
会
長

か
ら
電
話
連
絡
網
で
行
わ
れ
、
会

員
が
次
々
と
現
場
に
到
着
。
会
長

の
指
示
の
も
と
、
会
員
同
士
が
連

携
し
て
避
難
誘
導
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
自
主
防
災
会
の
会
員
は
、

施
設
内
か
ら
外
へ
避
難
さ
せ
る
と

き
、
不
安
そ
う
な
避
難
者
に
「
大

丈
夫
だ
よ
、
安
心
し
て
ね
」
と
声

掛
け
を
し
な
が
ら
避
難
さ
せ
る
な

ど
、
緊
急
時
に
も
思
い
や
り
を
忘

れ
ず
に
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

５
分
団
は
、
ぼ
ん
て
ん
荘
へ
の

上
り
坂
に
あ
る
消
火
栓
付
近
か
ら

放
水
ホ
ー
ス
を
担
い
で
坂
を
駆
け

上
が
り
、
施
設
近
く
の
防
火
水
槽

へ
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
、
消
防
署
員

と
消
火
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
橋
本
龍
司
六
ヶ

所
消
防
署
長
か
ら
「
当
直
や
非
番

職
員
、
自
主
防
災
会
と
も
連
帯
感

あ
る
訓
練
が
で
き
て
い
た
。
自
主

防
災
会
は
避
難
者
へ
声
掛
け
を
す

る
な
ど
気
遣
い
な
が
ら
避
難
誘
導

を
し
て
い
た
点
が
良
か
っ
た
。
軽

装
の
参
加
者
も
見
ら
れ
た
の
で
長

袖
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着
す
る
こ

と
で
よ
り
実
践
的
な
訓
練
に
な

る
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
63
回
北
奥
羽
総
合
体
育
大

会
が
７
月
14
、
15
日
の
２
日
間
、

岩
手
県
二
戸
地
区
で
開
催
さ
れ
、

サ
ッ
カ
ー
競
技
に
出
場
し
た
Ｆ
Ｃ

六
ヶ
所
（
秋
戸
貴
公
監
督
、
部
員

20
人
）
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｃ
六
ヶ
所
は
、
県
１
部
リ
ー

グ
に
所
属
す
る
社
会
人
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
。

　

６
月
16
～
18
日
に
行
わ
れ
た

第
35
回
上
北
郡
総
合
体
育
大
会

（
サ
ッ
カ
ー
競
技
）
で
優
勝
を
果

た
し
、
上
北
郡
代
表
と
し
て
、
同

大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

大
会
は
９
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
初
戦
は
鹿
角
市
を
相
手
に
５

―
１
で
快
勝
。
準
決
勝
で
は
十
和

田
市
を
、
４
―
１
で
下
し
決
勝

へ
。
決
勝
戦
で
は
強
豪
八
戸
市
と

激
し
い
攻
防
を
繰
り
広
げ
、
２
―

１
で
勝
利
。
見
事
、
六
ヶ
所
勢
と

し
て
は
初
の
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

（
北
奥
羽
大
会
出
場
メ
ン
バ
ー　

○
内

は
背
番
号
）【
①
新
山
洋
美
▼
②
附
田

宗
則
▼
③
須
崎
隆
之
▼
④
村
木
昭
宏
▼

⑤
田
村
千
秋
▼
⑥
及
川
一
馬
▼
⑦
木
村

優
▼
⑧
橋
本
晴
信
▼
⑨
一
戸
佑
太
朗
▼

⑩
米
内
山
亮
▼
⑪
橋
本
優
輔
▼
⑫
長
畑

裕
人
▼
⑬
藤
ケ
森
幸
夫
▼
⑭
鈴
木
雄
一

▼
⑮
浦
田
譲
瑠
▼
⑯
橋
本
裕
▼
⑰
秋
戸

貴
公
▼
⑱
佐
藤
進
哉
▼
⑲
小
田
優
吾
▼

⑳
藤
ケ
森
亮
】

1_ 熱戦を繰り広げた上北郡大会で優勝した
トロフィーを手に　2_ 北奥羽大会で勝ち取っ
た優勝杯と賞状

　

泊
中
学
校
卓
球
部
（
上
野
武
蔵

主
将
、
部
員
21
人
）
が
６
月
27
日
、

村
長
室
を
訪
れ
、
中
体
連
上
北
郡

大
会
で
の
団
体
・
個
人
戦
の
優
勝

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
６
月
16
～
18
日
の
３

日
間
開
催
さ
れ
、
個
人
戦
で
主
将

の
上
野
君
が
５
連
覇
を
、
団
体
戦

で
は
７
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
７
連
覇
と
い
う
記
録
は
、
泊

中
学
校
が
始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙

で
す
。

　

団
体
戦
予
選
リ
ー
グ
で
は
、
対

戦
し
た
３
試
合
を
全
て
３
―
０
で

ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。続
く
決
勝
リ
ー

グ
で
も
、
三
沢
三
中
な
ど
３
校
と

と
対
戦
し
、
全
て
３
―
０
で
勝
利

す
る
と
い
う
圧
倒
的
な
試
合
展
開

を
見
せ
ま
し
た
。

　

主
将
の
上
野
君
は
「
優
勝
で
き
て

う
れ
し
い
。
今
ま
で
以
上
に
練
習
を

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

郡
大
会
優
勝
を
経
て
臨
ん
だ
青

森
県
大
会
（
７
月
14
～
16
日
）
で

は
、
予
選
リ
ー
グ
を
２
位
通
過
。

決
勝
で
は
、
造
道
中
を
相
手
に
奮

戦
す
る
も
の
の
、
３
―
２
と
惜
し

く
も
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

泊
中
卓
球
部
は
そ
の
悔
し
さ
を

バ
ネ
に
冬
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
に
向
け
て

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

（
郡
大
会
出
場
メ
ン
バ
ー　

○
内
は
学

年
）【
上
野
武
蔵
③
▼
赤
石
凌
③
▼
大

関
瑛
裕
③
▼
舘
花
湧
大
③
▼
上
野
聖
弥

③
▼
村
上
廉
②
▼
能
登
大
輝
②
▼
種
市

翔
太
①
】

圧倒的な試合で快挙を成し遂げる
泊中卓球部、郡大会団体戦７連覇達成

1_ 郡大会へ出場したメンバーは村長へ優勝報
告　2_ 練習に励む泊中卓球部員たち

快進撃で、初優勝勝ち取る
北奥羽体育大会でＦＣ六ヶ所優勝

PICK UP
 TOPICS

地 

域
の
命
は
、
私
た
ち
の
手
で
守
る

  

ぼ
ん
て
ん
荘
（
出
戸
地
区
）
で
避
難
訓
練
を
実
施

1_ 出戸防災会が連携し、施
設内から避難者を次々と避難
させていた　2_ ５分団員は
放水ホースを担いで坂を駆け
上がり、消火活動に尽力して
いた　3_ 不安そうな避難者
へ積極的に声掛けをする自主
防災会員の姿が見られた　4_
小泉会長㊧は、駆けつける会
員に的確に指示をしていた

PICK UP
 TOPICS

１

２

３

４

１

２

１

２
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六ヶ所トピックスRokkasho Topics

一日一日、記録を積み重ねたい
六ヶ所村交通死亡事故ゼロ 500 日達成

誘致に向けて、着実に
原子力関連施設誘致推進会議

　六ヶ所村原子力関連施設誘致推進会議（小泉陽大会長、会員
80 社）の通常総会が６月 15 日、文化交流プラザ「スワニー」
で開かれ、会員など約 80 人が出席しました。
　総会では平成 23 年度の事業報告や、今後の活動方針などを確
認しました。総会終了後、池田要前 ITER 機構長が『ITER 計画の
現状と将来展望』について講演。「原型炉の誘致に向けては、フ
ランスの施設が動き出す 2019 ～ 20 年頃までに日本企業がどれ
だけ成果をあげられるかが重要」と話していました。
　同会議は、核融合発電所（原型炉）誘致を目的とし、情報収
集や調査・啓発活動を行う団体です。小泉会長は「核融合は自
然、地球に対してクリーンなエネルギー。核融合研究施設の誘
致に向け、昨年度より強い思いを持ち、着実に進んでいきたい」
と話していました。

ITER 計画について講演する池田要氏

真剣な眼差しで担当者の話を聞く生徒たち（㈱マエダのブースで）

村内企業への理解深める
六高で村内企業研究会開催

「六ヶ所の国際交流生かして」
六高で『国際理解教育講演会』

　第 3 回国際理解教育講演会が 6 月 22 日、六ヶ所高校で全校
生徒と教師約 200 人を対象に行われ、国際研修センターの国
際交流員、鄭

チョン

 相
サ ン ミ

美さんが講演しました。
　この講演会はキャリア教育の一環で、生徒たちの視野を広げ
キャパシティーを養うことが目的。毎月 1 回、村内で国際的
に活躍している人を講師に招いています。
　相

サ ン ミ

美さんは生徒たちに「やりたいことが見つかったら非難す
る人がいても恐れないで。皆さんの成功は周りではなく自分が
どのくらい努力するかで変わるもの」と話しました。
　また、相

サ ン ミ

美さんは「六ヶ所村は自治体の交流、ホームステイ、
サッカーなど国際交流が盛ん。皆さんには、この環境をうまく
活用してグローバルな人材に育ってほしい」と話していました。

たくさんの苗木を植えました

豊かな森林を守り育てる
原燃労組設立 20 周年記念植樹祭

「地産地消で地域ににぎわいを」
ふるさと新鮮朝市開かれる

　『日本原燃労働組合設立 20 周年記念事業植樹祭』が７月１日、
市柳総合公園で行われ、同労働組合員や関係会社の労働組合員
など約 80 人が、ブナとサクラの記念植樹を行いました。
　同植樹は、平成 23 年に同組合と六ヶ所村、そして青森県の
三者が協定を結んだ「青森森

も り

林づくり協定」に基づき、自然環
境の保全・再生を目的に、今年初めて実施されました。
　参加者は公園内に３本のオオヤマザクラを記念植樹した後、
500 本のブナを植え、20 周年の記念標柱を建てました。親子
での参加も多く、子どもたちは植樹場所に積まれた土をならし、
苗木が折れないようにそっと土をかぶせながら「大きくなあれ」
と声を掛け、楽しそうに植樹していました。
　この植樹は来年以降も行われ、今回分と合わせて計 2000 本
が植えられる予定です。

　総合的な学習の時間「郷土を知る～村内企業研究会～」が 6
月 19 日、六ヶ所高校（柴垣博孝校長、生徒 178 人）で全校生
徒を対象に行われました。
　この授業は、生徒たちに郷土の企業へ理解を深め、今後の進
路に役立ててもらうことが目的。六ヶ所村産業協議会（松井典
夫会長）と六ヶ所村商工会（上長根浅吉会長）の協力により村
内企業など 22 社が参加しました。
　生徒たちは、関心がある企業を 4 つ選び、20 分ごとに各企
業の担当者から業務内容や仕事のやりがい、楽しさなどの説明
を受け、メモをとったり、積極的に質問をしたりしていました。
　３年２組の及川静也くんは「会社ではコミュニケーション能
力や忍耐力、積極性が求められるという話が印象的だった。今
後の就職活動にかなり参考になる」と話していました。

小林交通部長㊥から感謝状を受け取った古川村長㊧と髙田会長㊨

　六ヶ所村は６月 20 日、交通死亡事故ゼロ 500 日を達成しま
した。
　六ヶ所村では昨年２月に鷹架地区の国道 338 号で男女２人
が犠牲となった事故以来、交通死亡事故が発生しておらず、今
月 20 日に交通死亡事故ゼロ 500 日を達成しました。
　21 日に村長室で行われた表彰式では、県警の小林晴夫交通
部長が六ヶ所村交通安全対策協議会（古川健治会長）と六ヶ所
村交通安全母の会連合会（髙田美奈子会長）に感謝状を贈り、
功績をたたえました。
　古川村長は「一日一日、この記録を積み重ねていきたい」と
と話していました。

相
サ ン ミ

美さんは「グローバルな人材に育って」と話した

　ふるさと新鮮朝市（六ヶ所村商工会主催）が６月 30 日、旧
尾駮小学校跡地で開かれ、新鮮な野菜や海産物を買い求める村
民たちでにぎわいました。
　朝７時に始まった朝市には、新鮮な海産物や野菜、花やお菓
子などを販売する 11 店舗が参加。会場は多くの来場者でにぎ
わい、来場者たちは出店者に「どうやって食べたらおいしいか」
などと聞きながら楽しそうに買い物をしていました。
　夫婦で来場した中村啓子さんは「今日は新鮮な魚を買いに来ま
した。ご飯ものの店があっても楽しいと思う」と話していました。
　朝市を主催した商工会の古田孝之さんは「朝市の目的は地産
地消。地元でとれたものを地元で消費していくことで、地域に
にぎわいを生みたい」と話していました。
　朝市は毎月 28 日、同じ場所で冬ごろまで開催される予定です。

開始とともに会場はたくさんの買い物客でにぎわいました
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　交番だより Safety Information

切
れ
の
故
障
車
が
増
加
し
ま

す
。下
り
線
は
、岩
手
山
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
を
過
ぎ
る
と
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
余
裕
の
あ
る
燃

料
補
給
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
全
乗
車
員
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用

　

乗
車
中
の
疲
労
軽
減
に
繋

が
る
だ
け
で
な
く
、
交
通
事

故
な
ど
の
場
合
に
も
け
が
の

軽
減
が
図
れ
ま
す
。

④
本
線
以
外
の
走
行

　

ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
（
立
体
交

差
な
ど
高
さ
の
違
う
道
路
を

つ
な
ぐ
道
路
）
は
、
減
速
し

て
安
全
走
行
を
し
て
く
だ
さ

い
。
本
線
車
道
へ
流
入
す
る

場
合
、
本
線
上
の
後
方
か
ら

の
車
両
に
注
意
し
、
追
突
を

避
け
る
た
め
に
も
加
速
車
線

で
十
分
加
速
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
で
の
交
通
事
故
防
止
の
た

め
、安
全
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
走
行
速
度
の
確
認

　

高
速
走
行
中
は
速
度
感
覚

が
鈍
り
ま
す
。
感
覚
に
頼
ら

ず
に
、
必
ず
速
度
メ
ー
タ
ー

を
確
認
し
な
が
ら
運
転
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

⑥
十
分
な
車
間
距
離

　

ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー
の
数

字
を
目
安
に
し
た
車
間
距
離

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

時
速
80
㌔
の
時
は
80
ｍ
以

上
、
時
速
１
０
０
㌔
の
時
は

１
０
０
ｍ
以
上
必
要
で
す
。

ま
た
、
雨
の
時
は
こ
の
倍
以

上
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑦
居
眠
り
運
転
の
防
止

　

高
速
道
路
は
直
線
部
分
が

多
い
た
め
、
運
転
操
作
が
単

調
で
、
眠
気
を
も
よ
お
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
２
時
間
に

１
回
く
ら
い
は
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
な
ど
で
休
憩
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

⑧
故
障
時
な
ど
の
措
置

　

故
障
し
た
時
は
速
や
か
に

路
肩
な
ど
安
全
な
場
所
に
車

両
を
停
止
さ
せ
、
後
続
車
両

に
注
意
し
、
後
方
に
停
止
標

示
板
を
確
実
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
後
、
最
寄
り

の
非
常
電
話
や
携
帯
電
話
を

使
用
し
て
通
報
し
、
直
ち
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
（
ガ
ー
ド

ロ
ー
プ
）
の
外
な
ど
の
安
全

な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

■
車
上
ね
ら
い
・
自
動
車
盗

に
ご
注
意
を

　

青
森
県
内
で
は
、
車
上
ね

ら
い
が
前
年
に
比
べ
て
大
幅

に
増
加
し
て
お
り
、
極
め
て

憂
慮
さ
れ
る
状
況
で
す
。

　

車
両
か
ら
離
れ
る
際
に
は

短
時
間
で
も
確
実
に
ド
ア

ロ
ッ
ク
し
、
窓
を
完
全
に
閉

め
て
、
車
内
に
バ
ッ
ク
や
貴

重
品
を
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
鍵
掛
け
は
自
転
車
盗
対

策
の
基
本
で
す

　

自
転
車
盗
の
約
７
割
が

無
施
錠
で
被
害
に
遭
っ
て

い
ま
す
。
駐
輪
時
は
必
ず

鍵
を
か
け
、
自
宅
の
敷
地

に
置
く
場
合
で
も
施
錠
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

防
犯
性
能
に
優
れ
、
壊

さ
れ
に
く
い
シ
リ
ン
ダ
ー

錠
へ
の
交
換
、
ワ
イ
ヤ
ー

錠
を
併
用
し
た
ツ
ー
ロ
ッ

ク
の
実
践
が
効
果
的
で
す
。

② 6 月末の村の物件事故発生状況
平成 24 年 23 年

前年比
5 月中 累計 累計

9 147 119 28

① 6 月末の村の人身事故発生状況
平成 24 年 23 年 前年比6 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

1 0 1 12 0 21 13 2 18 -1 -2 3

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

　

夏
祭
り
や
お
盆
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

　

海
や
山
へ
の
家
族
旅
行
、

帰
省
な
ど
で
長
距
離
ド
ラ
イ

ブ
を
す
る
機
会
が
増
え
、
例

年
、
こ
の
時
期
は
高
速
道
路

の
交
通
量
が
大
幅
に
増
加

し
、
交
通
事
故
が
多
発
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
で
渋
滞
も
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
帰
省
、
レ

ジ
ャ
ー
、
家
族
旅
行
を
よ
り

楽
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、

次
の
点
に
注
意
し
て
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
高
速
道
路
走
行
前
の
車
両

点
検
お
よ
び
整
備

　

タ
イ
ヤ
、
冷
却
水
、
燃
料
、

オ
イ
ル
、
ラ
イ
ト
類
な
ど
の

点
検
補
充
お
よ
び
整
備
が
必

要
で
、
特
に
タ
イ
ヤ
に
異
常

が
あ
る
と
、
高
速
走
行
時
は

非
常
に
危
険
で
す
。
ま
た
、

も
し
も
の
場
合
に
備
え
、
停

止
表
示
器
材
、
発
煙
筒
、
懐

中
電
灯
、
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
な

ど
の
整
備
点
検
が
必
要
で
す
。

②
燃
料
残
量
に
注
意

　

例
年
、
こ
の
時
期
は
燃
料

行楽、帰省時の交通事故を防ぐために
高速道路は安全運転しましょう

■
外
出
時
は
鍵
を
掛
け
ま

し
ょ
う

　

住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入

窃
盗
が
前
年
に
比
べ
増
加
し

て
い
ま
す
。
被
害
の
状
況
を

見
る
と
、
約
６
割
が
出
入
り

口
か
ら
侵
入
さ
れ
、
約
７
割

が
無
施
錠
で
被
害
に
遭
っ
て

い
ま
す
。
短
時
間
の
外
出
で

も
自
宅
を
留
守
に
す
る
と
き

は
確
実
に
鍵
を
掛
け
、
在
宅

時
で
も
鍵
を
掛
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

防
犯
の
基
本
は

鍵
掛
け

六ヶ所トピックス

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

「普段の心掛けが大切」
一中生がクリーン作戦で海岸清掃行う

打ち寄せられたごみを拾う生徒たち

生徒が主導でごみ拾い
泊中生『真夏の磯清掃大作戦』

犯罪のない明るい社会を
保護司会村支部が社明運動を呼び掛ける

　野辺地地区保護司会六ヶ所支部（葛西満支部長、会員５人）
が７月２日、第 62 回社会を明るくする運動 PR のため、村長室
を訪れました。
　葛西支部長は、古川健治村長へ法務大臣と同運動の推進委員
長（青森県知事）のメッセージを手渡し、明るい地域社会づく
りの推進と同運動への協力を呼び掛けました。
　この運動は、犯罪や非行を抑止する地域の力を育て、犯罪を
した人の更正や立ち直りを支え、安全で安心して暮せる地域社
会を築こうという運動。同支部の会員たちは、ドライバーや通
行人への PR のため「防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り」と
書かれた垂れ幕を役場庁舎の国道側の壁に設置しました。
　葛西支部長は「村民の皆さまにこの運動を知ってもらい、犯
罪のない村づくりへ協力してもらいたい」と話していました。

古川村長㊧にメッセージを手渡す葛西支部長㊨と保護司の皆さん

　泊中学校（小山田晋弘校長、生徒 113 人）全校生徒とＰＴ
Ａは７月 11 日、泊漁業協同組合（赤石憲二組合長）協力のもと、
泊地区滝の尻で『泊中ボランティア部～真夏の磯清掃大作戦～』
を実施しました。
　毎年、泊中学校の行事として行っていた磯清掃は、今年から
環境委員会が企画を担当。同組合への協力依頼や、実地調査を
行って作ったごみ拾いマップを基に、清掃活動に臨みました。
　各学年の環境委員が主導となって、清掃場所を３地区に分け
て、効率よく行われたごみ拾い。ペットボトルやカン、ビンな
ど、２ｔトラック１台に山盛りのごみが集まりました。
　磯近くのごみを拾っていた３年生の佐藤仁美さんと、能登朋
香さんは「ペットボトルが多く捨てられていた。ごみがたくさ
ん捨てられていて悲しいし、魚が獲れなくなるので捨てないで
ほしい」と話していました。

　第一中学校（水木恵一校長、生徒 82 人）の全校生徒が 7 月
13 日、尾駮漁港周辺の海岸でごみ拾いを行いました。
　生徒たちは、6 つの委員会ごとに分かれ、約 2 時間かけて軽
トラック 3 台分（約 700kg）のごみを拾い集めました。
　ごみはペットボトルや空き缶のほかに、震災の津波で流れ着
いたと思われる漁業資材などもありました。生徒たちは、一つ
一つ砂をほろいながらごみを拾っていました。また、今年は生
徒のほか尾駮浜老人クラブ（中村與七郎会長）の会員も参加。
　生徒会長の小関一平くんは「海岸清掃は 2 年ぶりだがこん
なにごみがたまっているとは思わなかった。普段から自分以外
のごみも拾うように心掛けている」と話していました。
　この活動は、委員会活動の一環として行われ、生徒たちの郷
土愛を育むことがねらいです。

ビニールやロープなどのごみを拾う生徒たち
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ありがとう マイク！ ～ Thank you so much , Mike！
英語指導助手（ＡＬＴ）のハウス・マイケルさんが

六ヶ所村での任期を終えました

マイクさん、これからもがんばって！

よ
り
現
在
は
一
部
の
と
こ
ろ

で
子
供
や
都
会
の
人
た
ち
を

対
象
に
体
験
行
事
を
行
っ
て

い
る
程
度
で
す
。

　

そ
し
て
日
本
と
同
じ
く
作

業
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
「
モ

ッ
パ
ブ
」
を
食
べ
ま
す
。

　

そ
し
て
働
い
た
人
た
ち
の

た
め
に
農
家
で
醸
造
し
た
酒

が
「
農
酒
」
で
あ
り
、
最
近

日
本
で
も
有
名
に
な
っ
た

「
マ
ッ
コ
リ
」
が
そ
の
代
表

的
な
も
の
で
す
。

　

昔
は
農
作
業
を
し
な
が
ら

水
代
わ
り
に
飲
ま
れ
て
い
た

マ
ッ
コ
リ
は
、
原
料
の
米
に

麹
を
入
れ
て
発
酵
さ
せ
た
も

の
で
、
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ

ミ
ン
類
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

今
は
焼
酎
の
よ
う
に
一
般

化
さ
れ
、
広
い
年
齢
層
で
愛

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
種
類
は

約
２
千
種
類
以
上
に
な
る
と

い
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
韓
国
で
人
気
が

あ
る
の
は
「
ソ
メ
ク
」
で
す
。

　

焼
酎
と
ビ
ー
ル
を
混
ぜ
て

飲
む
も
の
で
、
２
対
８
、３

対
７
の
割
合
で
割
っ
て
飲
み

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
２
種
類
を

一
緒
に
飲
む
の
で
、
普
段
よ

り
酔
っ
払
い
や
す
い
で
す
。

　

日
本
の
焼
酎
と
ビ
ー
ル
で

も
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
と
に
か
く
酔
い
や
す

い
の
で
お
す
す
め
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
派
遣
職
員
の

高
木
裕
喜
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
の

産
業
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽
郡
の
主
な
産
業
は
観

光
業
で
、
産
業
構
造
の
約
50

％
を
観
光
業
が
占
め
て
お

り
、
次
い
で
小
売
業
が
約
20

％
で
す
。

　

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽
郡
は
、
有
名
な
海
や

山
、
歴
史
的
文
化
遺
産
や
伝

統
寺
院
な
ど
が
点
在
す
る
た

め
、
四
季
を
通
し
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
観
光
地
と
し

て
有
名
で
す
。

　

夏
の
こ
の
時
期
は
、
リ
ゾ

ー
ト
地
と
し
て
有
名
な
海
水

浴
場
『
洛ナ

ク
サ
ン山

ビ
ー
チ
』
へ
た

く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
ま

す
。
と
て
も
き
れ
い
な
海
な

の
で
、
映
画
撮
影
や
有
名
モ

デ
ル
の
撮
影
現
場
と
し
て

も
、し
ば
し
ば
使
わ
れ
ま
す
。

私
も
１
度
だ
け
有
名
モ
デ
ル

の
撮
影
現
場
を
見
学
す
る
こ

　

私
は
先
月
、
村
内
の
外
国

人
を
対
象
と
し
た
「
田
植
え

体
験
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

機
械
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

の
手
で
苗
を
直
接
植
え
な
が

ら
、
皆
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

特
に
米
が
主
食
で
は
な
い

国
の
人
々
に
は
見
た
事
の
な

い
不
思
議
な
体
験
だ
っ
た
は

ず
で
す
。作
業
終
了
後
に
は
、

そ
ば
や
そ
ば
餅
な
ど
を
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

韓
国
で
は
１
９
８
０
年
代

半
ば
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
農

村
に
お
い
て
手
で
苗
を
植
え

て
い
ま
し
た
が
、
機
械
化
に

六ヶ所での生活や故郷・韓国のことを伝えたい
今月から「ホンさんとろっかしょ」が始まります

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
に
は
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
た
め
、
海
辺
に

は
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
街
が
ず

ら
り
と
並
ん
で
お
り
、
と
て

も
壮
観
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
観
光
客
に
き

て
も
ら
っ
て
、
地
元
の
名
産

品
を
食
べ
た
り
、
特
産
品
を

お
土
産
と
し
て
買
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
小
売
業
の
発
展
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽
郡
の
観
光
地
や
特
産

品
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

の
中
で
育
ま
れ
た
も
の
が
多

い
の
で
、
自
分
た
ち
の
生
活

を
支
え
て
く
れ
る
自
然
を
守

ろ
う
と
す
る
意
識
は
強
い
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

襄
ヤンヤン

陽郡の海水浴場『洛
ナクサン

山ビーチ』は飲食店街や
ホテル、お土産屋などがあり、観光客もよく訪
れます。

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
派
遣
職
員
が
六
ヶ
所

村
で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ホ
ン
さ
ん
と

　

ろ
っ
か
し
ょ

裸足で田植えを楽しんだホンさん

ソメクにはたくさんの種類があります

モッパブは田植えのときに食べるご飯です
国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。

　

平
成
22
年
８
月
末
か
ら
英

語
指
導
助
手
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
マ
イ
ク
さ
ん
が
、
約

２
年
の
任
期
を
終
え
、
村
を

離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
変
真
面
目
で
努
力
家
だ

っ
た
マ
イ
ク
さ
ん
は
、
い
つ

も
丁
寧
に
準
備
を
し
て
、
授

業
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
学
び
へ
の
姿
勢
は
、
授
業

を
通
し
て
子
供
た
ち
へ
伝
わ

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

明
る
く
誰
か
ら
も
愛
さ
れ

た
マ
イ
ク
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
六
ヶ
所
村
の
み
な
さ
ま
へ
」

　

も
う
す
ぐ
僕
の
２
年
間
の

六
ヶ
所
村
勤
務
が
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

僕
に
と
っ
て
六
ヶ
所
村

は
、
青
森
県
の
中
で
も
サ
イ

コ
ー
の
場
所
で
す
。
こ
の
人

生
の
１
ペ
ー
ジ
が
終
わ
り
に

近
づ
い
て
い
る
こ
と
に
、
言

い
よ
う
の
な
い
寂
し
さ
を
感

じ
ま
す
。

　

こ
こ
が
ど
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
か
、
僕
は
こ
う
伝
え
ま

す
。
青
森
の
美
し
い
自
然
、

ね
ぶ
た
の
よ
う
な
壮
大
な
祭

り
、
お
い
し
い
食
べ
物
の

数
々
、
と
ん
で
も
な
く
降
り

積
も
る
雪
な
ど
…
。
僕
が
な

ぜ
こ
ん
な
に
六
ヶ
所
が
好
き

か
、ち
ょ
っ
と
お
話
し
ま
す
。

　

僕
は
、
青
森
県
に
住
ん
で

い
る
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
実

は
六
ヶ
所
村
は
特
別
だ
と
い

う
こ
と
を
知
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
青
森
市
に
住
ん

で
い
る
誰
か
に
「
六
ヶ
所
村

は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す

か
」
と
聞
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
こ
う
答
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
田

舎
」
と
か
「
原
燃
関
係
の
施

設
が
あ
る
村
」
と
か
。
確
か

に
そ
の
通
り
で
す
が
、
六
ヶ

所
村
に
は
も
っ
と
知
っ
て
ほ

し
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
村
の
人
た
ち
の
優

し
さ
や
僕
を
迎
え
入
れ
て
く

れ
た
温
か
さ
で
す
。
こ
の
優

し
さ
が
、
僕
を
六
ヶ
所
村
か

ら
離
れ
ら
れ
な
く
し
ま
し

た
。

　

僕
が
思
う
に
、
こ
の
優
し

さ
が
生
ま
れ
た
の
は
、
こ
の

村
が
多
様
化
し
て
い
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の

も
六
ヶ
所
村
に
は
、
３
つ
の

異
な
る
タ
イ
プ
の
人
た
ち
が

住
ん
で
い
ま
す
。
六
ヶ
所
村

出
身
の
人
、
他
県
か
ら
仕
事

の
関
係
で
移
り
住
ん
で
き
た

人
、
そ
し
て
外
国
人
。
こ
の

異
な
る
タ
イ
プ
の
人
た
ち
が

住
ん
で
い
る
環
境
で
、
僕
は

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
村
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
た
ち
か
ら
は
、
村
の
習

わ
し
や
土
地
に
生
き
づ
い
た

文
化
、そ
し
て
独
特
の
訛
り
。

他
県
か
ら
来
た
人
た
ち
か
ら

は
、
青
森
で
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
の
印
象
や
、
僕
が
ま
だ

行
っ
た
こ
と
が
な
い
土
地
に

つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
海
外
か
ら
来
た
外
国
人

は
、
世
界
に
つ
い
て
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
の
タ
イ
プ
の
人
が

六
ヶ
所
村
に
い
ま
す
が
、
ど

の
人
も
み
ん
な
面
倒
見
が
よ

く
て
、
心
優
し
い
人
た
ち
ば

か
り
な
の
で
す
。

　

僕
が
六
ヶ
所
村
に
引
っ
越

し
て
き
た
そ
の
日
か
ら
、
迎

え
入
れ
て
く
れ
る
温
か
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
青
森

で
の
生
活
の
中
で
、
た
く
さ

ん
の
素
晴
ら
し
い
友
達
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
友
達
み
ん

な
に
別
れ
を
言
う
の
が
本
当

に
つ
ら
い
で
す
。

　

六
ヶ
所
村
に
つ
い
て
何
が

一
番
良
か
っ
た
か
と
聞
か
れ

た
ら
、
僕
は
「
出
会
っ
た

人
々
」
と
答
え
ま
す
。
こ
こ

で
素
敵
な
経
験
が
で
き
た
の

は
、
出
会
っ
た
人
た
ち
の
お

か
げ
だ
か
ら
で
す
。
学
校
で

楽
し
く
教
え
た
り
、
英
会
話

ク
ラ
ス
で
楽
し
い
授
業
が
で

き
た
の
も
、
生
徒
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
。
居
酒
屋
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
楽
し
く
飲

む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
友

達
や
仕
事
仲
間
、
上
司
の
お

か
げ
で
す
。
観
光
を
楽
し
め

た
の
は
、
一
緒
に
つ
き
合
っ

て
く
れ
た
人
た
ち
の
お
か
げ

で
す
。

　

こ
こ
で
の
生
活
が
こ
ん
な

に
も
楽
し
く
過
ご
せ
た
の

は
、一
緒
に
仕
事
を
し
た
人
、

友
達
に
な
っ
て
く
れ
た
人
、

僕
が
出
会
っ
た
全
て
の
い
ろ

ん
な
人
た
ち
の
お
か
げ
だ
と

心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

日
本
人
や
外
国
人
の
友
達

は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
出

会
っ
た
人
た
ち
み
ん
な
と
会

え
な
く
な
る
の
が
本
当
に
寂

し
い
で
す
。
も
し
六
ヶ
所
村

に
来
な
か
っ
た
ら
、
こ
ん
な

に
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
に
出

会
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

僕
を
、
あ
な
た
た
ち
の
仲

間
に
加
え
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
そ
し
て
、
日
本
で
の

サ
イ
コ
ー
に
楽
し
い
経
験
を

さ
せ
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り

が
と
う
。

　

元
気
で
い
て
ね
、
そ
し
て

連
絡
を
取
り
合
い
ま
し
ょ

う
！

　

言
葉
で
は
言
い
表
す
こ
と

が
で
き
な
い
ぐ
ら
い
、
あ
な

た
た
ち
に
会
え
な
く
な
る
の

が
つ
ら
い
で
す
よ
。
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し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が

確
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

診
察
室
は
４
部
屋
。
待
合

室
か
ら
み
て
診
察
室
の
奥
に

は
急
患
室
が
あ
り
ま
す
。
急

患
室
を
出
て
す
ぐ
に
ヘ
リ
ポ

ー
ト
が
あ
り
、
大
石
運
動
公

園
ま
で
搬
送
す
る
こ
と
な
く

３
次
医
療
に
直
接
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
診
察

室
の
１
つ
は
『
バ
ー
チ
ャ
ル

診
察
室
（
仮

称
）』
と
し
て

大
学
の
医
師
や

小
児
科
専
門
医

師
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
つ
な

ぎ
、家
庭
医（
総

合
医
）
の
私
た

ち
の
診
療
を
直
に
見
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
医
療
の
質
の

向
上
と
専
門
医
療
の
不
足
を

カ
バ
ー
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
核

磁
気
断
層
装
置
）を
導
入
し
、

現
在
は
他
施
設
で
行
わ
れ
て

い
る
脳
ド
ッ
ク
や
認
知
症
の

診
断
、
整
形
部
門
の
検
査
を

提
供
し
ま
す
。

　

入
院
に
関
し
て
は
ベ
ッ
ド

19
床
を
確
保
し
ま
す
。
軽
症

診療所だより
新しい尾駮診療所

　

皆
さ
ま
、
お
元
気
で
し
た

か
？

　

天
候
の
変
動
が
大
き
く
体

調
管
理
も
大
変
で
す
。
夏
風

邪
が
は
や
る
一
方
で
熱
中
症

も
要
注
意
で
す
ね
。

　

今
回
は
よ
う
や
く
め
ど
が

つ
い
て
き
た
新
し
い
診
療
所

の
概
要
の
一
部
を
お
伝
え
し

ま
す
。
完
成
は
平
成
26
年
度

の
夏
。
テ
ー
マ
は
包
括
的
な

地
域
医
療
、次
世
代
育
成（
教

育
機
関
）
そ
し
て
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

❶
場
所

　

す
で
に
ご
存
じ
の
方
も
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
新

し
い
尾
駮
小
学
校
と
隣
接
し

た
海
側
の
一
角
に
あ
り
ま

す
。
尾
駮
漁
港
か
ら
ま
っ
す

ぐ
国
道
に
出
て
、
そ
の
ま
ま

さ
ら
に
小
学
校
に
向
か
う
道

沿
い
で
す
。
国
道
か
ら
も
近

く
、
村
で
計
画
さ
れ
て
い
る

健
康
増
進
施
設
（
温
水
プ
ー

ル
や
室
内
運
動
場
）
に
も
隣

接
す
る
予
定
で
す
。

❷
施
設
の
内
訳

　

診
療
部
門
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
部
門
、
老
人
保
健

施
設
、
さ
ら
に
健
診
部
門
と

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
部
門
を

備
え
ま
す
。
敷
地
内
に
は
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
準
備
し
ま
す
。

お
隣
に
は
温
水
プ
ー
ル
な
ど

が
建
設
さ
れ
ま
す
。

❸
診
療
部
門

　

外
来
待
合
室
は
広
く
明
る

く
作
り
、
子
供
さ
ん
と
お
い

で
に
な
る
ご
家
族
が
休
め
る

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
の
方
に
も
従

来
通
り
の
畳
敷
き
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
診
察
部
門
の
横

に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
部
門
が
あ
り
、
こ
こ
で

健
康
学
習
の
ビ
デ
オ
や
ア
ニ

メ
の
上
映
な
ど
を
し
ま
す
の

で
、
待
ち
時
間
も
少
し
有
意

義
に
使
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
診
察
は
予
約
制
を
導
入

尾駮診療所　所長

松岡 史彦 

6 月 4 ～ 10 日は歯の衛生習慣です

か
ら
中
等
症
の
急
性
疾
患
の

方
、
在
宅
や
施
設
に
入
所
し

て
い
る
方
の
緊
急
用
ベ
ッ
ド

と
し
て
も
活
用
し
ま
す
。
新

し
く
導
入
す
る
介
護
施
設

（
老
人
保
健
施
設
）
と
の
連

携
で
、
で
き
る
だ
け
付
き
添

い
を
お
願
い
す
る
こ
と
の
少

な
い
入
院
医
療
を
提
供
し
た

い
で
す
。
ま
た
病
棟
は
個
室

を
多
く
し
、
大
部
屋
で
も
４

人
部
屋
で
す
の
で
、
以
前
に

比
べ
格
段
と
過
ご
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

❹
老
人
保
健
施
設

　

診
療
所
部
門
と
連
続
し
て

老
人
保
健
施
設
を
設
け
ま

す
。『
ぼ
ん
て
ん
荘
』
は
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て

村
外
の
方
も
対
象
に
、
お
も

に
長
期
的
な
ケ
ア
を
提
要
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
老
人
保

健
施
設
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
在
宅
に
帰
る
こ
と
を
念
頭

に
リ
ハ
ビ
リ
機
能
が
強
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
基
本
的

に
村
の
方
だ
け
が
対
象
で

す
。
１
階
に
は
リ
ハ
ビ
リ
機

能
訓
練
室
が
あ
り
、
理
学
療

法
士
と
作
業
療
法
士
が
治
療

に
あ
た
る
予
定
で
す
。
い
ま

ま
で
遠
方
で
し
か
で
き
な
か

っ
た
脳
卒
中
後
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
地
元
で
早
期

か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
も
力
を
入
れ
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
化

へ
の
対
応
も
準
備
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
現
在
は
老
人
ホ

ー
ム
と
老
人
保
健
施
設
は
実

質
的
に
あ
ま
り
差
が
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
施
設
入
所
を

待
つ
ご
家
族
に
と
っ
て
も
良

い
選
択
肢
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
２
階
フ
ロ
ア
は
診
療
所

の
病
棟
と
連
続
し
て
お
り
、

急
に
病
状
が
悪
化
し
た
場
合

に
も
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
対

応
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
あ

る
程
度
の
医
学
的
治
療
が
必

要
な
方
を
対
象
に
し
た
療
養

型
病
棟
と
機
能
的
に
は
同
じ

よ
う
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　　

続
き
は
次
回
を
お
楽
し
み

に
。

40 歳以上 75 歳未満の皆さん、忘れずに！
特定健診を受診しましょう

長内 こころちゃん 木村 龍之介くん

可
能
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

20
歳
以
上
で
健
診
日
、
予

約
時
間
に
必
ず
受
診
で
き
、

以
下
に
該
当
し
な
い
人

①
肝
臓
（
脂
肪
肝
、
肝
硬
変

等
）、
す
い
臓
な
ど
の
疾
患

で
病
院
受
診
し
て
い
る

②
以
前
に
健
診
で
脂
肪
肝
や

の
う
胞
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る

■
健
診
日
（
会
場
）

 

・
８
月
21
日
火

　
（
千
歳
平
体
育
館
）

 

・
９
月
14
日
金

　
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 

・
９
月
21
日
金

　
（
泊
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

 

・
10
月
12
日
金
、
13
日
土

　
（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）

■
料
金　

無
料

■
申
し
込
み
先　

健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
精

神
保
健
福
祉
士
・
保
健
師
な

ど
の
相
談
員
が
チ
ー
ム
と
な

り
、
心
の
ケ
ア
や
借
金
の
相

談
、
生
活
再
建
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
会
場
・
日
程

◇
十
和
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

８
月
11
日
、
10
月
13
日
、

11
月
３
日
、
12
月
15
日
（
全

日
、
土
曜
開
催
）

◇
七
戸
町
柏
葉
館

　

９
月
１
日
土

■
相
談
受
付
時
間

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
主
催　

青
森
県
多
重
債
務

被
害
等
を
な
く
す
会
（
青
森

り
ん
ご
の
会
事
務
局
）

■
電
話
予
約
先

青
森
り
ん
ご
の
会
事
務
局

☎
０
１
７
（
７
１
８
）
３
７
９
２

■
公
開
講
座

　

債
務
整
理
は
生
活
再
建
の

一
歩
で
す
。
多
重
債
務
か
ら

の
立
ち
直
り
に
は
何
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

経
済
、
健
康
、
仕
事
等
を

通
し
て
、
多
重
債
務
の
背
景

を
多
面
的
に
考
え
る
機
会
と

し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
11
日
土

　

午
前
10
時
～
正
午

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
6 月 26日の３歳児健診で
虫歯のなかった子どもたち

よ い 歯 で
歯 ッ ピ ー

借
金
・
多
重
債
務
で
お

困
り
の
人

相
談
会
が
開
か
れ
ま
す

■
場
所　

サ
ン
・
ロ
イ
ヤ
ル

と
わ
だ
（
十
和
田
市
東
二
番

町
37
―
３
）

■
内
容

　
「
多
重
債
務
の
背
景
か
ら

み
え
る
も
の
」

　

活
動
報
告
、
意
見
交
換

■
申
し
込
み
先

青
森
り
ん
ご
の
会
事
務
局

☎
０
１
７
（
７
１
８
）
３
７
９
２

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
に
行
わ
れ

る
と
て
も
重
要
な
健
康
診
査

で
す
。
こ
の
１
年
以
内
に
受

診
し
て
い
な
い
人
は
、
健
診

を
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。

■
健
診
日
（
会
場
）

 

・
８
月
20
日
月
～
21
日
火

　
（
千
歳
平
体
育
館
）

 

・
９
月
12
日
水
～
14
日
金

　
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 

・
９
月
20
日
木
～
21
日
金

　
（
泊
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

 

・
10
月
10
日
水
～
13
日
土

　
（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）

※
10
月
13
日
の
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
会
場
で
は
、
が
ん
検

診
の
み
実
施
し
ま
す

■
健
診
内
容

 

特
定
健
診
、が
ん
検
診
（
胃
・

大
腸
・
肺
・
前
立
腺
）、
肝

炎
検
査

■
料
金　

無
料

■
申
し
込
み
先　

健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
40

歳
～
74
歳
の
人
で
、
平
成
24

年
４
月
１
日
以
降
、
事
業
主

健
診
（
雇
用
先
に
よ
る
健
康

診
断
）
や
自
費
で
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
た
人
は
、
健
診

結
果
・
質
問
票
を
ご
提
供
く

だ
さ
い
。

　

提
供
い
た
だ
い
た
健
診
結

果
は
特
定
健
康
診
査
の
受
診

率
に
加
算
さ
れ
、
必
要
な
人

に
は
特
定
保
健
指
導
が
提
供

さ
れ
ま
す
。

　

提
供
者
に
は
、
粗
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

超
音
波
を
用
い
て
、
肝
臓
・

胆
の
う
・
す
い
臓
・
腎
臓
・

脾
臓
な
ど
の
画
像
を
検
査
し

ま
す
。
脂
肪
肝
・
胆
の
う
・

ポ
リ
ー
プ
・
胆
石
・
腎
臓
結

石
な
ど
の
疾
患
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

６
月
広
報
に
て
一
度
受
診

者
を
募
り
ま
し
た
が
、
各
会

場
に
お
い
て
空
き
が
あ
り
ま

す
。
今
か
ら
で
も
申
し
込
み

腹
部
超
音
波
検
診
の

受
診
者
を
募
集

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り
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　六ヶ所村では、ひとり親家庭等の父または母及び児童の医療費の負担を軽減することにより、
ひとり親家庭などの福祉の増進を図るため、医療費給付事業を実施しています。

対象者
ひとり親家庭などの父または母

ひとり親家庭などの扶養されている児童

区　分 児　童 父または母

対象年齢
０～ 18 歳に達した最初の３月 31 日まで

（国民健康保険に加入している０～１歳の
誕生月までの乳児は除く）

左記の児童を扶養している期間

対象となる医療費
入院、外来の患者負担分および入院時

食事医療養費に係る標準負担額

入院、外来の患者負担分および入院時食事療
養費に係る標準負担額（ただし医療機関ごと

に毎月 1,000 円の自己負担があります）

対象とならない医療費 保険外診療および実費分

所得制限

扶養親族の数 所得制限額（円）

０人 2,342,000

１人 2,722,000

２人 3,102,000

３人 3,482,000

４人 3,862,000

　※平成 24 年８月より社保の対象者だけではなく、国保の対象者も資格証を掲示する
　ことにより医療機関窓口での支払いが必要ありません（県内の医療機関のみ）
　　ただし、入院時食事療養費については窓口で支払いを済ませてください

■制度の適用を受けるには
　対象となるひとり親の人は、受給資格証の交付申請が必要となります

健康保険証 申請者および対象児童のもの

預金通帳 申請者名義のもの

所得証明書 申請する年の１月１日現在、六ヶ所村に住所がなかった人

印鑑 認印（シャチハタ不可）

□申請に必要な書類

□申請書受理後、該当する人に　「受給資格証」を交付します

　◇給付申請先
　　福祉課・泊支所・平沼支所
　◇必要な書類
　　医療機関が発行した領収書
　　受給資格証・印鑑

　社保、国保どちらの対象者も『現物給付』
　資格証を掲示することにより、支払いは
　必要ありません
　（入院時食事療養費を除く）
　＊父または母自己負担あり

□資格証がとどいたら

問福祉課　☎ 0175（72）2111（内線 149）

医療機関窓口

※入院時食事療養
費を支払いした場
合のみ

⇒

　　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ひとり親家庭等医療費給付事業のお知らせ

■
申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
水
か
ら
31
日
金
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
土
日
・
休
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
受
付
期
限

の
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

に
限
り
ま
す

■
申
込
方
法

　

次
の
書
類
を
北
部
上
北
広
域

事
務
組
合
事
務
局
総
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

❶
試
験
申
込
書

❷
履
歴
書
（
顔
写
真
添
付
、
自

己
の
特
技
、
趣
味
、
応
募
の
動

機
な
ど
に
つ
い
て
記
載
）

❸
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
ま

た
は
卒
業
見
込
み
証
書
（
開
封

無
効
）

❹
成
績
証
明
書
（
開
封
無
効
）

❺
顔
写
真
２
枚（
上
半
身
脱
帽
、

縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、
試
験
日
の

３
カ
月
以
内
に
撮
っ
た
も
の
）

※
試
験
申
込
書
は
事
務
局
総
務

課
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
で
の
請

求
は
、
返
信
用
の
封
筒
（
送
付

先
記
入
、
切
手
添
付
）
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い

問
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合　

事
務
局　

総
務
課

〒
０
３
９
―
３
１
１
３

青
森
県
上
北
郡
野
辺
地
町
字
田

狭
沢
40
―
９

☎
０
１
７
５
（
64
）
１
０
６
６

通❷
免
許
証
の
写
し
、
成
績
証
明

書
・
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒

業
見
込
証
明
書
、 

健
康
診
断
書

（
官
公
立
医
療
機
関
の
も
の
）

各
１
通

■
応
募
期
限　

８
月
31
日
金
必
着

問
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
３
９
―
３
１
４
１

青
森
県
上
北
郡
野
辺
地
町
字
鳴

沢
９
―
12

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合　

公

立
野
辺
地
病
院　

事
務
局

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
２
１
１

（
内
線
５
１
２
）

　

自
衛
官

の
採
用
試

験
を
左
記

の
と
お
り

行
い
ま
す
。

■
募
集
種
目
・
応
募
資
格
（
平

成
25
年
４
月
１
日
基
準
）

◇
航
空
学
生
（
男
女
）

　

高
卒（
見
込
み
含
21
歳
未
満
）

◇
一
般
曹
候
補
生
（
男
女
）

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

◇
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

（
男
女
）

平
成
24
年
度

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に

採
用
す
る
北
部
上
北
広
域
事
務

組
合
職
員
の
採
用
試
験
を
左
記

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
試
験
区
分
お
よ
び
日
時
な
ど

◇
職
種　

事
務

◇
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

◇
試
験
日　

10
月
21
日
日

◇
会
場　

　

野
辺
地
町
中
央
公
民
館

◇
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
学
校
教

育
法
に
よ
る
高
等
学
校
以
上
を

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

■
試
験
の
方
法

◇
第
１
次
試
験　

教
養
試
験
、

　

職
場
適
応
性
検
査

◇
第
２
次
試
験　

11
月
中
旬
、

　

第
１
次
試
験
合
格
者
を
対
象

　

に
し
て
、
作
文
試
験
お
よ
び

　

面
接
試
験
を
行
う

■
受
験
資
格

　

本
籍
お
よ
び
現
住
所
を
野
辺

地
町
、
横
浜
町
、
六
ヶ
所
村
に

有
す
る
人
で
地
方
公
務
員
法
第

16
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
人

北
部
上
北
広
域
事
務

組
合

職
員
採
用
試
験
案
内

　

平
成
25
年

度
に
採
用
す

る
公
立
野
辺

地
病
院
看
護
師
・
管
理
栄
養
士

の
採
用
試
験
を
左
記
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

■
職
種
・
採
用
予
定
人
員

◇
看
護
師　
　
　

５
人

　

管
理
栄
養
士　

２
人

◇
受
験
資
格

看
護
師
（
資
格
を
有
す
る
人
お

よ
び
平
成
25
年
４
月
30
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
）

管
理
栄
養
士
（
資
格
を
有
す
る

人
お
よ
び
平
成
25
年
５
月
20
日

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
）

◇
試
験
の
種
類

　

小
論
文
・
面
接

◇
試
験
日

　

詳
し
く
は
応
募
者
全
員
に
文

書
で
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
公
立
野
辺
地
病

院
総
務
企
画
グ
ル
ー
プ
ま
で
、

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い❶
自
筆
履
歴
書
（
上
半
身
脱
帽

写
真
添
付
・
市
販
用
紙
可
）
１

公
立
野
辺
地
病
院

看
護
師
・
管
理
栄
養

士
を
募
集
し
ま
す

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

■
受
付
期
間

　

８
月
１
日
水
～
９
月
７
日
金

■
試
験
期
日
・
試
験
場
所

◇
航
空
学
生

　

９
月
22
日
土
・
北
里
大
学

（
十
和
田
市
）

◇
一
般
曹
候
補
生

　

９
月
17
日
月
・
北
里
大
学

（
十
和
田
市
）

◇
自
衛
官
候
補
生
（
女
）

　

９
月
26
日
水
・
陸
上
自
衛
隊

八
戸
駐
屯
地

◇
自
衛
官
候
補
生
（
男
）

　

９
月
24
日
月
～
25
日
火
・
航

空
自
衛
隊
三
沢
基
地

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

三
沢
募
集
案
内
所

〒
０
３
３
―
０
０
３
７　

三
沢

市
松
園
町
三
丁
目
６
―
16　

中

野
プ
ラ
ザ
ビ
ル
２
Ｆ
（
ユ
ニ

バ
ー
ス
松
園
店
隣
）

☎
０
１
７
６
（
53
）
１
３
４
６

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
）

（
平
日　

午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
半
）

（E-m
ail

：ao
m

o
ri.p

co
.

m
isaw

a@
rct.gsdf.m

od.
go.jp

）
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発注工事名 落札業者名 契約金額（税込）

エネルギー教育支援事業施設見学時バス借上 相和物産㈱ 88 万 2000 円

非常用資機材倉庫兼車庫整備事業実施設計委託 ㈲一級建築士事務所アルファ 162 万 7500 円

泊小学校水泳プール監視業務委託 ㈲北東ビル管理 162 万 6009 円

街区公園３号トイレ棟設置工事 ㈲林工務店 635 万 400 円

学校施設非常用発電設備設置工事（その１） 電装エンジニアリング㈱ 2782 万 5000 円

学校施設非常用発電設備設置工事（その２） 新栄電設共同企業体 2751 万円

学校施設非常用発電設備設置工事（その３） 東誠電機工業㈱ 2833 万 9500 円

学校施設非常用発電設備設置工事（その４） 畑山電工㈱ 3830 万 4000 円

学校施設非常用発電設備設置工事（その５） ㈱ユアテック六ヶ所営業所 3297 万円

学校施設非常用発電設備設置工事施工監理業務委託 ㈱八洲建築設計事務所 281 万 4000 円

泊中央線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱出雲 155 万 4000 円

泊中央線道路改良舗装工事（１工区） ㈲瀬川建設 3006 万 1500 円

泊中央線道路改良舗装工事（２工区） ㈲田中工業 3118 万 5000 円

泊中央線道路改良舗装工事（３工区） ㈲晴和工業 2509 万 5000 円

区画整理事業換地計画準備等業務委託 ㈱みちのく計画 663 万 6000 円

区画整理事業街区画地点出来形確認測量業務委託 ㈱岩沢測量コンサル 1071 万円

区画整理事業街区公園 1 号実施設計業務委託 ㈱カネナカ技研 199 万 5000 円
（仮称）総合医療福祉施設整備事業医師住宅新築

実施設計業務委託
㈱Ｕ＆Ａ都市建築設計
事務所青森事務所 745 万 5000 円

（仮称）総合医療福祉施設整備研修医宿舎新築
実施設計業務委託 ＭＫＡ設計業務共同企業体 634 万 2000 円

（仮称）総合医療福祉施設整備事業車庫新築実施
設計業区委託 松尾淳一級建築士事務所 354 万 9000 円

豊原・睦栄地区老朽管更新事業調査設計業務委託 ㈱日本水道設計社青森事務所 714 万円

平沼地区水泳プール監視業務委託 総合技研㈱ 141 万 7500 円

自動体外式除細動器購入 ㈱加賀医療器 185 万 5350 円

一般廃棄物運搬車購入 いやさか自動車㈱ 367 万 5000 円

入札結果（６・７月分）をお知らせします

問財政課　☎ 0175（72）2111（内線 244）

 Rokkasho News and Information
　６月の農業委員会総会が６月
21 日、役場分庁舎 3 階大会議
室にて開催され、下記案件が原
案通り議決・承認されました。

■報告第６号　農地の転用事実
に関する照会について

１件　811㎡
■報告第７号　農地法第５条の
規定による農地転用届出につい
て　　　　　　 １件　2,445㎡
■議案第 15 号　農地法第 3 条
の規定による許可申請について

１件　10,542㎡
■議案第 16 号　農地法第４条
の規定による農地転用許可申請
について　　　　１件　224㎡
■議案第 17 号　農地法第５条
の規定による農地転用許可申請
について

５件　1,915.67㎡
■議案第 18 号　農地利用集積
計画（案）について

３件　68,666㎡

＊総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。なお、農地法第 3 条許可
申請についての記載例などは役場
農林水産課窓口にあります。
　次回の総会は、平成 24 年 8 月
21 日火に開催予定です。

農地講座
農地法第３条について

■農地法第３条とは
　耕作目的の農地などの権利移
動をする場合に、農地法第３条
の許可を要します。許可を受け
ずにした行為は無効となるた
め、農地を取得できず、登記移
転もできません。
　貸し借りする場合も、同じよ
うに村農業委員会の許可が必要
です。
　農地を売買したいまたは貸し
借りしたい場合は、農林水産課
または最寄りの行政書士へ相談
してください。

問農林水産課　佐々木
☎ 0175(72)2111（内線 327）

農業委員会だより
　

三
沢
電
気
工
事
業
協
同
組
合

（
田
中
信
次
理
事
長
）
は
７
月

９
日
、
青
色
防
犯
灯
５
基
と
設

置
工
事
一
式
を
村
に
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

村
長
室
で
行
わ
れ
た
寄
贈
式

に
は
、
同
組
合
理
事
長
と
村
内

加
入
業
者
４
社
が
出
席
。
田
中

理
事
長
は
「
技
術
を
生
か
し
た

地
域
社
会
へ
の
貢
献
の
た
め
に
」

と
、
古
川
健
治
村
長
に
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。
古
川
村
長
は

「
防
犯
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
平
成
９
年
度
か

ら
毎
年
村
へ
防
犯
灯
を
寄
贈
し

て
お
り
、
本
年
度
で
81
基
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
村
内
の
同

組
合
へ
の
加
入
業
者
は
次
の
と

お
り
で
す（
順
不
同
、敬
称
略
）。

▼
橋
本
電
業（
代
表　

橋
本
妻
男
）

▼
㈱
髙
田
電
気
（
代
表
取
締
役

　

髙
田
義
則
）
▼
㈱
秋
戸
電
気

（
代
表
取
締
役　

秋
戸
孝
）
▼

㈱
高
田
工
業
（
代
表
取
締
役　

髙
田
美
奈
子
）
▼
㈱
原
燃
環
境

（
代
表
取
締
役　

山
崎
龍
之
祐
）

　

中
岫
武
満
さ
ん
が
７
月
６

日
、「
旭
日
双
光
章
」
の
受
章

を
記
念
し
行
わ
れ
た
祝
賀
会
の

席
上
で
「
村
の
福
祉
振
興
の
た

め
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
、
古

川
健
治
村
長
に
目
録
を
手
渡

し
、百
万
円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

中
岫
さ
ん
は
昭
和
58
年
４
月

に
六
ヶ
所
村
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
、
議
会
議
長
や
各
種
常

任
委
員
と
し
て
の
功
績
を
残

し
、
地
域
社
会
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
栄
え
あ
る
旭
日
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
へ

役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
で

は
、
航
空
自
衛
隊
機
へ
の
体
験

搭
乗
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
日　

10
月
13
日
土

■
場
所　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地

■
対
象　

小
学
生
以
上
の
健
康

な
人
で
三
沢
基
地
周
辺
市
町
村

在
住
者

■
内
容　

航
空
自
衛
隊
中
型
輸

送
機
「
Ｙ
Ｓ
―
11
」
の
体
験
搭

乗
（
約
15
分
程
度
）

■
募
集
人
員　

約
90
人

■
応
募
要
領　

往
復
は
が
き
に

以
下
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

1
往
復
は
が
き
（
宛
名
面
）
へ

の
記
載
内
容　

①
住
所
②
搭
乗

希
望
者
全
員
（
４
人
ま
で
）
の

氏
名
お
よ
び
フ
リ
ガ
ナ
③
年
齢

④
職
業
⑤
電
話
番
号

2
返
信
用
は
が
き
（
宛
名
面
）

へ
の
記
載
要
領　

①
搭
乗
希
望

者
（
代
表
者
）
の
住
所
②
搭
乗

希
望
者
全
員
の
氏
名
（
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
）
③
裏
は
白

紙
で
お
願
い
し
ま
す

3
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
３
３
―
８
６
０
４

三
沢
市
後
久
保
１
２
５
―
７　

第
３
航
空
団
司
令
部
監
理
部
渉

外
室
広
報
班　

宛

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１

（
内
線
３
３
１
３
）

■
申
込
締
切　

９
月
７
日
金
必
着

■
注
意
事
項

①
当
日
の
天
候
や
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す

②
小
学
生
が
搭
乗
す
る
際
は
、

保
護
者
の
同
乗
が
必
要
で
す

③
募
集
人
員
を
上
回
っ
た
場
合

は
、
抽
選
に
な
り
ま
す

④
は
が
き
に
記
載
漏
れ
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
抽
選
の
対
象
外

と
し
ま
す

⑤
搭
乗
者
以
外
（
乳
幼
児
を
含

む
）
は
、
当
日
基
地
内
に
入
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

⑥
９
月
中
旬
ま
で
に
返
信
は
が

き
に
て
、
搭
乗
の
可
否
な
ら
び

に
詳
細
を
連
絡
し
ま
す

⑦
体
験
搭
乗
に
つ
い
て
、
三
沢

基
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

を
し
て
い
ま
す

■
日
時　

９
月
15
日
土

　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時

■
場
所　

下
北
文
化
会
館

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル（
む
つ
市
）

■
応
募
方
法　

入
場
は
無
料
で

す
が
、
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す

　

入
場
整
理
券
を
希
望
す
る
人

は
、
往
復
は
が
き
（
１
枚
で
５

人
ま
で
応
募
で
き
ま
す
）
に
応

募
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
同
行
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
を
記
入
し
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
は
１
人
１
枚
ま
で

＊
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
に
な
り
ま
す

＊
結
果
は
返
信
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

＊
会
場
が
満
員
の
際
は
、
入
場
を

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
応
募
締
切　
８
月
31
日
金
必
着

問
申
し
込
み
先

〒
０
３
５
―
８
５
１
１

む
つ
市
大
湊
町
４
―
１　

海
上

自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部
広
報

『
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ

ー
ト
』
係

☎
０
１
７
５
（
24
）
１
１
１
１

（
内
線
２
３
０
４
）

　

全
国
各
地
で
「
還
付
金
詐
欺
」

や
「
被
保
険
者
証
の
詐
取
」
な

ど
の
事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
や
訪
問
者
が
あ

っ
た
と
き
は
、
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

■
絶
対
に
被
保
険

者
証
を
渡
さ
な
い

■
簡
単
に
個
人
の
情
報
（
口
座

番
号
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日

な
ど
）
を
教
え
な
い

■
広
域
連
合
・
県
・
市
町
村
職

員
や
厚
生
労
働
省
職
員
が
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
て
医
療
費
な

ど
の
還
付
手
続
き
を
行
う
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
還
付

手
続
き
は
通
知
書
と
請
求
書
を

郵
送
し
て
い
ま
す

■
即
答
せ
ず
、相
手
の
身
分（
所

属
な
ど
）
や
氏
名
を
確
認
し
、

広
域
連
合
や
左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
３
）

　

広
報
６
・
７
月
号
に
掲
載
し
た

「
倍
賞
千
恵
子
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅲ
」

の
時
間
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
客
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
改
め
て

お
詫
び
を
申
し
上
げ
、
訂
正
い

た
し
ま
す
。

（
誤
）
開
場　

午
後
２
時
30
分

  

↓　

開
演　

午
後
３
時

（
正
）
開
場　

午
後
３
時
30
分

　
　

  

開
演　

午
後
４
時

　

な
お
、
開
催
日
な
ど
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
に
は

奮
っ
て
お
買
い
求
め
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
六
ヶ
所
村
文
化
振
興
公
社

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
０

海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊

『
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
』
を
開
催

し
ま
す

不
審
な
電
話
や
訪
問
者

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

？

三
沢
電
気
事
業
組
合
が

青
色
防
犯
灯
を
寄
贈

古川村長㊧に目録を手渡す田中理事長㊨

中
岫
武
満
さ
ん
が
村
へ

金
一
封
を
寄
贈

広
報
６
・
７
月
号
掲
載

情
報
の
訂
正
に
つ
い
て

（
お
詫
び
）

古川村長㊨に目録を手渡す中岫氏㊧

自
衛
隊
航
空
機
の
体
験

搭
乗
者
を
募
集
し
ま
す
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瀬川陽
ひなの

菜乃（直純）尾駮レイクタウン
佐藤　杏

あこ

心（真治）千歳平
赤石　陽

ひなた

汰（俊介）尾駮レイクタウン
藤田　哲

てっせい

生（泰輝）泊

六ヶ所村の人口
（6 月 30 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,899 0
女 5,192 － 4
計 11,092 － 4

世帯数 4,593 ＋ 10

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

お悔やみ申し上げます
秋戸　喜代八　79 才（二又）
小松　三千　　88 才（庄内）
木村　　み　　96 才（倉内）

６月届出分。当村に戸籍届出されたもの
のうち、広報への掲載を希望した人のみ
載せています。
問住民課
☎ 0175（72）2111（内線 117）

戸籍の窓

Information Square

ご結婚おめでとう
米内　和幸　（泊）
松山　美由紀（野辺地町）

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年

を
超
え
る
と
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
本
年
10
月
か
ら
３
年
間
に

限
り
、
過
去
10
年
以
内
の
納
め

忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
後
納
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。 

　

過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将

来
の
年
金
額
を
増
や
し
た
り
、

年
金
の
受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
つ

い
て
は
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

（http://w
w

w
.nenkin.go.jp

）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
不
明
な
点
は
国
民
年

金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０
）

か
、
近
く
の
年
金
事
務
所
に
問

い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。 

※
後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
が
、
審
査
の
結
果
、

後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利

用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
民
年
金

保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
８
月

１
日
～
31
日
ま
で
の
間
に
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
送
付
さ
れ
て
い
る
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
期
限
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
遅
れ
た
場
合
は
提
出

さ
れ
る
ま
で
手
当
て
の
支
給
が

停
止
さ
れ
る
ほ
か
、
提
出
し
な

い
ま
ま
２
年
を
経
過
し
た
場
合

は
、
受
給
資
格
が
消
滅
さ
れ
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
概
要
は
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
く
ら
し
の
ガ
イ
ド

（http://w
w

w
.rokkasho.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

■
日
時　

10
月
18
日
木

　
　
　
　

午
後
２
時
～

■
受
付
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
55
分

■
場
所　

青
森
市
、
弘
前
市
、

五
所
川
原
市
、
八
戸
市

■
料
金　

７
０
０
０
円
（
振
込

手
数
料
除
く
）

■
申
込
期
間

　

８
月
17
日
金
～
９
月
３
日
月

　
（
土
日
を
除
く
）

　

上
下
水
道
課
で
申
込
書
を
配

布
・
受
付
し
ま
す
。

※
受
験
資
格
に
一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
左
記
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
上
下
水
道
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
７
７
）

　

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す

る
と
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら

れ
、
入
院
時
の
高
額
医
療
費
の

限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
（
70
歳

未
満
の
場
合
）。
さ
ら
に
、
滞

納
期
間
に
応
じ
て
厳
し
い
措
置

が
と
ら
れ
ま
す
の
で
、
納
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

特
別
な
事
情
に
よ
り
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
分
割
納
付
な

ど
も
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
督
促

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
が

行
わ
れ
、
延
滞
金
な
ど
を
徴
収

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

◀
そ
れ
で
も
滞
納
が
続
く
と
…

②
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

　

督
促
後
も
滞
納
が
続
い
て
い

る
と
、
通
常
の
保
険
証
の
代
わ

り
に
「
短
期
被
保
険
者
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

【
短
期
被
保
険
者
証
と
は
】

　

通
常
の
保
険
証
よ
り
も
、
有

効
期
限
が
短
い
保
険
証
で
、
給

付
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
更
新

の
手
続
き
を
頻
繁
に
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

◀
納
期
限
か
ら
１
年
が

　
　

過
ぎ
る
と
…

③
資
格
証
明
書
の
交
付

　

滞
納
が
１
年
間
続
い
た
場
合

は
、保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
、

保
険
証
の
代
わ
り
に
「
資
格
証

明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

【
資
格
証
明
書
と
は
】

　

資
格
証
明
書
は
、
国
保
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
で
、
医
療
機
関
に
か
か
っ

た
時
の
医
療
費
は
、
一
度
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

後
日
、
申
請
す
る
こ
と
で
保

険
給
付
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

◀
納
期
限
か
ら
１
年
６
カ
月

　
　

が
過
ぎ
る
と
…

④
給
付
の
差
し
止
め

　

国
保
の
給
付
の
全
部
、
ま
た

は
一
部
の
支
払
が
一
時
差
し
止

め
に
な
り
ま
す
。

※
資
格
証
明
書
世
帯
の
高
校
生

世
代
以
下
に
つ
い
て
は
、
６
カ

月
以
上
有
効
な
短
期
被
保
険
者

証
を
交
付
し
ま
す

※
そ
の
ほ
か
に
財
産
の
差
し
押

さ
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
40
歳

以
上
65
歳
未
満
の
国
保
被
保
険

者
が
い
る
世
帯
で
は
、
介
護
保

険
の
給
付
が
制
限
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す

問
納
税
に
関
す
る
こ
と　

税
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
２
４
）

国
民
健
康
保
険
証
に
関
す
る
こ

と　

健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
２
）

　

村
で
は
、
固
定
資
産
税
の
算

出
の
基
と
な
る
価
格
を
決
定
ま

た
は
修
正
す
る
た
め
、
新
築
や

増
改
築
し
た
家
屋
の
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

家
屋
調
査
の
際
は
、
事
前
に

調
査
日
時
な
ど
を
連
絡
し
て
か

ら
、
村
職
員
が
伺
い
、
室
内
の

間
取
り
な
ど
の
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種

建
築
資
料
（
竣
工
図
、見
積
書
、

請
負
契
約
書
な
ど
）
の
借
用
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
家
屋
】
…
一
般
住
宅
、
店
舗
、

工
場
、
倉
庫
、
物
置
な
ど
、
屋

根
お
よ
び
周
壁
ま
た
は
こ
れ
に

類
す
る
も
の
を
有
し
、
土
地
に

定
着
し
た
建
造
物
。

問
税
務
課　

固
定
資
産
税
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

(

内
線
１
２
６
・
１
２
７
）

　

個
人
事
業
税
は
、
一
定
の
事

業
を
営
ん
で
い
る
個
人
に
、
原

則
と
し
て
、
前
年
中
の
事
業
の

所
得
を
も
と
に
課
税
さ
れ
る
県

の
税
金
で
す
。

　

課
税
対
象
と
な
る
事
業
は
、

物
品
販
売
業
、不
動
産
貸
付
業
、

製
造
業
、
請
負
業
、
飲
食
店
業

な
ど
の
第
一
種
事
業
、水
産
業
、

畜
産
業
な
ど
の
第
二
種
事
業
、

医
業
、
税
理
士
業
、
理
容
業
な

ど
の
第
三
種
事
業
で
す
。

　

今
年
度
の
第
一
期
分
の
納
期

限
は
８
月
31
日
で
す
。
期
限
ま

で
に
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
や
金

融
機
関
、
郵
便
局
な
ど
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
人
事
業
税
の
口
座

振
替
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
納
税
者
本
人
の
通

帳
と
預
金
届
出
印
を
持
参
し
、

最
寄
り
の
取
扱
金
融
機
関
ま
た

は
地
域
県
民
局
県
税
部
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

（
十
和
田
市
西
十
二
番
町
20
―
12

青
森
県
十
和
田
合
同
庁
舎
１
階
）

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
０
９
）

■
県
税
・
市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
（http://w

w
w

.
pref.aom

ori.lg.jp/life/tax/
top.htm

l

）

■
科
名
、
定
員
お
よ
び
期
間

①
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

25

人　

２
年
間（
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
・

ア
ル
ゴ
ン
溶
接
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど
）

②
自
動
車
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

30
人　

２
年
間
（
２
級
自
動
車

整
備
士
の
養
成
）

③
設
備
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

20

人　

２
年
間
（
空
調
・
給
排
水

衛
生
・
電
気
整
備
な
ど
の
設

計
・
施
工
・
管
理
）

④
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

25

人　

２
年
間
（
制
御
対
象
装
置

の
設
計
・
政
策
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
・
保
守
）

■
応
募
資
格　

志
望
学
科
に
対

す
る
興
味
と
強
い
就
職
意
識
を

有
す
る
高
等
学
校
卒
業
者
（
平

成
25
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

を
含
む
）

■
願
書
受
付
期
間

　

10
月
９
日
火
～
11
月
８
日
木

■
試
験
日　

11
月
15
日
木

■
年
間
経
費　

授
業
料
…
年
額

１
１
８
，
８
０
０
円
（
年
４
回

の
分
納
、
24
年
度
実
績
）

　

教
科
書
・
作
業
服
・
用
品
な

ど
と
し
て
、
２
年
間
で
約
８
～

10
万
円
程
度
必
要
で
す
。

※
資
格
取
得
受
験
料
な
ど
は
実

費
と
な
り
ま
す

問
青
森
県
八
戸
工
科
学
院　

学

生
係

☎
０
１
７
８
（
28
）
６
８
１
１

　

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
で
は
、
毎
月
第
２
、４
火
曜

日
に
無
料
法
律
相
談
（
面
接
相

談
）
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
県
南

地
方
で
も
年
３
回
実
施
し
ま
す
。

　

家
庭
や
職
場
、地
域
な
ど
で
、

女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
の
う
ち
、
法
律
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
、
女
性
弁
護
士
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

事
前
に
電
話
相
談
い
た
だ

き
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
、
青
森
県
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室
へ

一
度
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

八
戸
市
庁
舎
内
会
議
室

■
日
時　

９
月
11
日
火

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時
（
定

員
３
人
、
１
人
30
分
程
度
）

■
そ
の
他

＊
法
律
相
談
（
面
接
相
談
）
は

１
人
１
回
ま
で
、
ま
た
、
定
員

を
超
え
た
場
合
は
対
応
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す

＊
次
回
の
相
談
日
時
は
、
改
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
（
青
森
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）
相

談
室

【
相
談
専
用
電
話
】

☎
０
１
７
（
７
３
２
）
１
０
２
２

（
相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午

後
４
時　

水
曜
定
休
）

児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

個
人
事
業
税
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ

ま
す

家
屋
調
査
へ
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
の
お
知
ら
せ

青
森
県
立
八
戸
工
科
学
院

学
生
を
募
集
し
ま
す

後
納
制
度
（
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
期
限
の

延
長
）
が
始
ま
り
ま
す

８月は「電気使用安全月間」です
　夏は肌の露出が多くなり、汗もかくことから、
身体に電気が流れやすくなります。また、暑さ
で注意力が散漫になりがちなため、感電事故が
多くなる傾向があります。
　経済産業省では、毎年８月を「電気使用安全
月間」と定め、電気使用安全運動が全国一斉に
行われています。電気安全に心がけましょう。
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六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175(72)3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 水 パッチワーク講座 10：00 ～ 13：00 中 央 公 民 館

2 木
７カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保 健 相 談 セ ン タ ー

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保 健 相 談 セ ン タ ー

エアロビ＆ピラティス講座（9・23・30日） 18：30 ～ 20：00 中 央 公 民 館

３ 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保 健 相 談 セ ン タ ー

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保 健 相 談 セ ン タ ー

スクラップブッキング講座 13：00 ～ 15：00 中 央 公 民 館

4 土
5 日 村民体育大会 ９：00 ～ 大 石 総 合 運 動 公 園

6 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保 健 相 談 セ ン タ ー

7 火 婦人健診（子宮がん・乳がん検診） 受付 11:45 ～ 12:45 ス ワ ニ ー

8 水 婦人健診（子宮がん・乳がん検診） 受付 11:45 ～ 12:45 ス ワ ニ ー

9 木 婦人健診（子宮がん・乳がん検診） 受付 11:45 ～ 12:45 ス ワ ニ ー

10 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 ９：30 ～ 11：30 保 健 相 談 セ ン タ ー

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保 健 相 談 セ ン タ ー

11 土
12 日
13 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

14 火
15 水
16 木

17 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保 健 相 談 セ ン タ ー

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保 健 相 談 セ ン タ ー

18 土
19 日

20 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

複合健診 受付  ７:45 ～  ９:00 千 歳 平 体 育 館

ビーズアクセサリー講座（27 日） 10：00 ～ 12：30 中 央 公 民 館

21 火 複合健診 受付  ７:45 ～  ９:00 千 歳 平 体 育 館

22 水 栄養教室 ９：30 ～ 13：00 保 健 相 談 セ ン タ ー

23 木
１歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保 健 相 談 セ ン タ ー

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保 健 相 談 セ ン タ ー

24 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保 健 相 談 セ ン タ ー

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保 健 相 談 セ ン タ ー

25 土
第 67 回　市町村対抗県民体育大会（２日間） 三 八 地 区

26 日

27 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

婦人健診（子宮がん・乳がん検診） 受付 11:45 ～ 12:45 泊地区ふれあいセンター

28 火 婦人健診（子宮がん・乳がん検診） 受付 11:45 ～ 12:45 泊地区ふれあいセンター

29 水 マタニティー教室 10：00 ～ 12：00 保 健 相 談 セ ン タ ー

30 木
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保 健 相 談 セ ン タ ー

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保 健 相 談 セ ン タ ー

31 金
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保 健 相 談 セ ン タ ー

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保 健 相 談 セ ン タ ー

 村のスケジュール8 月

もう８月になりますが、六ヶ所はまだ肌寒い日があったりで、日本各地での記録的猛暑がうそのように思えます。７月 18 ～ 20 日の３日間、泊祭り
に取材に行ってきました。泊っ子の私にとってはなじみ深い祭りのはずですが、働き出してからはほとんど行った事がありませんでした。久しぶり
に見た祭りは懐かしく、でもまだ幼いころと違う印象を受けました。神楽のお囃子や人々の笑顔、にぎやかな空気に触れ、とても楽しかったです（能登）
●ついこの間まで、桜が咲いていたと思っていたのに、高校野球や泊例大祭が始まり『もう夏なんだ』と、季節がめぐる早さをしみじみ感じています。
六ヶ所はヤマセの影響を受けやすいので、暑いと思っていると午後には涼しい霧が・・・なんてこともざらにあります。長袖は手放せません。夏と
いえども、風邪・熱中症、体調管理には気をつけましょうね。（須藤）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

　夜型生活を朝型生活へ切り替えると、肌が、
心が、そして自分が変わる−。ヘア・メイク
アップアーティストが、毎日が晴れやかにき
らめく、とっておきの朝をつくる 56 の秘訣
を紹介する。美しい身体をつくる朝のコツも
収録。

美しい朝で人生を
変える

藤原　美智子 著

【『このミステリーがすごい！』大賞（第 10 回）】
離婚調査を依頼する美女、不可思議な殺害現
場と医療ミス…。裁判のあり方をめぐって司
法と検察に異を唱えたことで、懲戒処分を受
けた弁護士の「私」が復帰後に直面する事件
の数々。闇に葬られたその真相に弁護士探偵
が迫る。

弁護士探偵物語

法坂　一広 著

【日本絵本賞翻訳絵本賞（第 17 回）】チンパ
ンジーのぬいぐるみジュビリーをおともに、
いつも生きものを観察していた女の子ジェー
ン。彼女には大きな夢がありました。それは
…。動物行動学者ジェーン・グドールの子ど
も時代を描いた絵本。

どうぶつがすき

パトリック・マクドネル 作

　鎌倉の片隅にひっそりと佇む古書店「ビブ
リア古書堂」。その美しき女店主は奇妙な客が
持ち込む謎と秘密を、古書の頁をめくるよう
に鮮やかに解き明かす。実在する古書に関す
る薀蓄や人間ドラマを丁寧な筆致で綴ったミ
ステリー。

ビブリア古書堂の
事件手帖３

三上　延  著

地上デジタル 11ch「ロック TV」

８月の番組表
　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、８月は以下の番
組を放送します。ぜひ、ご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見ることができます

■番組内容
❶広報ろっかしょ８月　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュー
　ル、ごみの収集日程などを文字放送でお知らせします。
❷まだ新米カメラマンどこへ行く !? 
　　担当 2 年目になっても″まだ新米カメラマン″が取材・編
　集した、村のトピックス（話題）をお届けします。
　　21th は、①泊中生徒が参観日で合唱を披露（7月６日収録）、
　②中岫武満氏が「旭日双光章を受章」（７月６日収録）、③村
　内の小学生４～６年生が演劇を鑑賞（７月 11 日収録）、④

　村内の小学生１～３年生が演劇を鑑賞（７月 12 日収録）を
　お送りします。
　　22th は、①泊伝統のまつり「泊例大祭」開催（７月 18 ～
　20 日収録）、②村内の中学生が東北大学でキャンパス体験（７
　月 30 ～ 31 日収録）、③ヤンヤン郡の高校生が村内でホーム
　ステイを体験（８月３日収録予定）、④第 47 回六ヶ所村民
　体育大会開催（前半）（８月５日収録予定）をお送りします。
❸写真で巡るろっかしょ
❹ア・ラ・カルト BOX（30分番組）①ふるさとの風景～春・夏
　～▶② 2011 たのしむべ！フェスティバル▶③ろっかしょ味
　めぐり～春の山菜～▶④第 45 回六ヶ所村民体育大会
❺真澄の夢～六ヶ所歌紀行～
❻青森県環境放射線モニタリング
❼新米カメラマンどこへ行く !? バックナンバー
　（①１月前半・後半、②２月前半・後半、③３月前半・後半）

問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）

時　間 放　送　番　組

6 時

00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　①ふるさとの風景

7 時
15 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　④村民体育大会
50 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

8 時
05 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
35

ロックＴＶからのお知らせ・環境放射線モニタリング❻
9 時 00

10 時

00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　③ろっかしょ味めぐり

11 時
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸

12 時 00 ロックＴＶからのお知らせ・環境放射線モニタリング❻

13 時

00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　②たのしむべフェスティバル

14 時
15 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺
45 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

15 時
00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 ロックＴＶからのお知らせ・環境放射線モニタリング❻

16 時

00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　④村民体育大会

17 時
20 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
35 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸

18 時 05
ロックＴＶからのお知らせ・環境放射線モニタリング❻

19 時 00

20 時

00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺

21 時
15 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　④村民体育大会
50 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

22 時
05 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
35 ロックＴＶからのお知らせ・環境放射線モニタリング❻

23 時

00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸

０時
I

６時

15
ロックＴＶからのお知らせ・環境放射線モニタリング❻

◆８月１日水午前６時～９月１日土午前６時 ◆８月 13 日月午前６時～８月 17 日金午前６時

時　間 放　送　番　組

6 時

00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　①ふるさとの風景

7 時
15 新米カメラマンどこへ行く !? バックナンバー①
45 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸

8 時 15 ロックＴＶからのお知らせ・環境放射線モニタリング❻

9 時

00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　②ろっかしょ味めぐり

10 時
15 新米カメラマンどこへ行く !? バックナンバー②
45 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

11 時
00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30

ロックＴＶからのお知らせ・環境放射線モニタリング❻
12 時 00

13 時

00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　②たのしむべフェスティバル

14 時
15 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺
45 新米カメラマンどこへ行く !? バックナンバー③

15 時
15 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
45 ロックＴＶからのお知らせ・環境放射線モニタリング❻

16 時

00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　④村民体育大会

17 時
20 新米カメラマンどこへ行く !? バックナンバー①
50 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

18 時
05 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
35

ロックＴＶからのお知らせ・環境放射線モニタリング❻
19 時 00

20 時

00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺

21 時
15 新米カメラマンどこへ行く !? バックナンバー②
45 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

22 時
00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 ロックＴＶからのお知らせ・環境放射線モニタリング❻

23 時
00 広報８月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 新米カメラマンどこへ行く !? バックナンバー③

０時
I

６時

30
ロックＴＶからのお知らせ・環境放射線モニタリング❻
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夏の昼下がり、涼を求めて老部川の土手を散歩していると
まだ幼い顔をしたテンがとことこと歩いてきた。
ふと顔を上げた黒い瞳と目が合い、静かににらめっこ。
少しだけ、近づこうとしたその瞬間、
テンは小さな身体をぱっと翻して、草むらの中に消えて行った。

伝えたい、六ヶ所の風景。
夏の昼下がり

1_ 冬毛から夏毛に生え変わったばかりのホンドテン（イタチ科）。これから
徐々に顔や手足が黒褐色に変わっていく　2_ すっかり夏毛になったテン。体
毛が黄色のものはホンドテンの中でもキテンと呼ばれる　3_ 冬になると、顔
や手足の毛が白く生え変わり、黄色の体毛が雪景色に映える。可愛らしい顔
をしているが、トキなどの大きな鳥類を襲うどう猛な一面も見せる（写真提
供：一戸一晃さん〈（公財）環境科学技術研究所〉）


